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【計画実施概要】 

本拠点はスタートアップ（SU）や中小規模が大半の地域企業の医療機器分野への進出（最終

製品製造やサプライヤー）を加速するため、これまで 100 機関で構成する医療機器コンソーシア

ムや医工連携開発施設の設置、60 種の医学的分析機器の共用化、臨床現場見学でのニーズ発

掘から共同研究マッチング、海外市場開拓までを一貫する伴走支援体制を構築した。本事業では

これらを更に強化するため下表を実施した。実績値は令和 7年 4〜11月の累積。 

 



【評価コメント】 

スタートアップ、中小企業が活用できるリスク関連 AI 検索プログラムデータベースの構築や国際

展示会への積極出展、世界展開マーケティング戦略の構築と他拠点とは異なるユニークな活動を

行っている。特に、国際展開支援について、対象国マーケティング・分析が適切にできている点が

有用であると評価された。 
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